
 

グループ名 体育の授業を考える会 

研究テーマ 運動の楽しさや学びを大切にした体育の授業作りについて 

分   野 

授業力向上 

(対象校種) 小学校 

(対象教科) 体育科 

研究のねらい 

ネット型における攻守一体プレイ型の教材開発を通して,児童に運動の楽しさ

を味わわせたり,学びを深めさせたりする体育学習の在り方を探る。 

研究・活動の概要 

新学習指導要領のネット型に攻守一体プレイ型が新しく導入された。授業作りを通して, 児童

に運動の楽しさを味わわせ,体育科における資質能力を育むことが求められる。以上のことから,

以下の４点を基に研究を進める。 

１ 学習内容を明確にした単元計画の作成 

２ 教材開発 

３ 体育ノートの活用 

４ 授業実践と検証 

・実践Ⅰ：長町南小学校 ４年生 

・実践Ⅱ：柳生小学校  ４年生 

・実践Ⅲ：台原小学校  ４年生 
成果と課題 

成果 

・テニピンという教材において，２対２の少人数で行われるゲームの中で，児童が動きを自分事と

して考え，意欲的に取り組んでいた。⇒教材価値の可能性 

・教師が運動特性を正しく捉えた上で授業をすることが，児童の学びの深まりに繋がるということが分

かった。 

課題 

・教具の開発 

・児童の実態に合った手立ての工夫や，学年に応じたカリキュラムの作成 

構成員(５)名 

氏 名 所属・職名 氏 名 所属・職名 

(代表)  池田 哲平 
佐藤 裕子 
鈴木 慎吾 
永井 崇博 

長町南小学校・教諭 
柳生小学校  ・教諭 
台原小学校  ・教諭 
郡山小学校  ・教諭 

鈴木 万友 折立小学校・教諭 

 


